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　白輪齢硬化病菌の中特に匹俊蛾力が強鞭化後の　時1昌似内鷹し銘金に卿6した繊で麟．未硬化期．．
白彊病蚕の体外に大きな結晶性の物質が析出する癖は陵　　　…箆死礒後の状態レこk，る病寮が！麺に約2時間経過し，ま

硯うけるが・この主齢は灘アソモニアで翫勲　だ軟化病同様の軟みのあるもの，硬化IUI……蹴が硬化

すでに報告5）した。　　　　　・　　　　　　　　　　　しはじめ硬慶が最大となった病蚕（仙し乾固の）伏態では

　健糠の」幟は微酸性を曇し費δり・これは主として　ない）課1糸発生期……ジ藤体夘こ微か悶編冬が糊三した

その中に含まれる有機酸に原因している辮はすで蜘ら　・t’の。尚菌を接種した蚕踊鑑脚及び燃期の場伽。1よ

れている・そしてこの微酸性である辮は硬化病菌の発育　接種衡Ol騨前後で，　y晩噸期・瑚伽こは7嚇間謝麦

上好髄な条件となっているのであるが，白彊病菌が蚕の　　　で蜷死した。

・ltil・液内でその徽酸をどのように不IJ用しているか未だ明　　総ll縦の測定は徽醐撒）総1膿測灘ミに従剛L液

らかにされていない。又白彊病菌が酸を生成するのは白　　　1～2co斑採り水で2～3イ欝に稀釈後1～2分間加熱，

彊病のどのよう禰勤時期を・最も多いかとい蜘泊　11髄し磯離醗除きNμ（〕N・OI－1でブ＝ノールフル

鵬菌の病原欄を究明する上e・：・：醸構であると叡　 インを擶諜として瀧した。

られる・そこで鞘舶彊纐を翻によ1階干の麟1　2）i撒結果
に分け・病勢と魚液内の酸度の消長との閏係な調べると　　　　鍵験は春，夏及び晩秋の3期に行い，各蚕期共央々3

共鮪機酸の種類をペーパー押胃げラ・・一により　1珂撒返しそわた糊毛の鞠1勲身λ帳わした設嚇

調べた・　　　　　　層　　　果麟蕨及び第2灘示雪一姻である。尚第3熱よ晩
尚ぺ一パー伽マトグラフ・一によ硝痘鍛衡ゆ応　糠期に於脚i鐡醐及醗死i鱒・）状勲懸嚇液

用はLug9等6）・Sta「k等o）・麻生等1）・野村等7）及び竹本等　　　内に於ける白彊病菌分生胞子の発刻欝長を測定した結果

10）により果実戴は植物等の有機酸の分折に利用され，小　　　である。

1騰8）及び山本等11）は鰹繍ま清酒の翻齢の分析に・　　第職白豆舗蚕厳、ゆ撒
北購4’は菌核菌の蛾す硝灘の分析に・姑田等　　　ωL液・cc中のN／、。N・OH量）春．顛IU｝
ユ2）は蚕児血液の有機酸の分析にそれぞれ利用している　　　　　　　　　　　　S

　　　　　　　実験　゜＼嫌灘
、）柵び｝法鱒の購　　　聯赫蚕瞳i・・鑓
，齢＿至、，畷㈱種）の酬、。白彊蚕騨蚕」・…、0・3・！・311、1
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　軽症期……胞子接極後24・時間及び48時間経過した病蚕　　　　（註）Nこの揚合は淋離酸の酸度である。第2表も同様

（但し晩秋蚕期の場合は48時問及び72時間経過したも　　　　　　　第2表　白彊病蚕」血液rl1の総酸

の）・醸期…殆ど食勲停止し挙跡発の搬・　　　（磁・cc中N／、。N。OH量）i鰍蚕期
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の健常蚕と殆ど変りが無いが・叢症期になると手1Ii低下し・　　　　　　　第5表　SpecimenのRf値

蝿死期殊に驚死ni後に1よ著しく淑少する。これは，この　　　　　展開剤

麟1蹴齢醐当にイ∫隈し麟継「の蜘1作用醐三　轍酸
んとなり・nlL液内の有機酸を栄叢源として利用するためで　　　掘薦｝

あろうと考えられる・しかして来鞭イ圃iには雛死期」：り　S、1cci。i。

も逆に酸度は増加し，箆に硬化期に至ると最大となり菌　　　　Malollic

糸i発生期には硬化期より争少低Fドする。尚菌糸発生期の　　　　Malic

病蚕揃L液を放概しておくと肉色沈澱が生ずるが，これは　　　Clitric

府機酸が不溶1生塩となつたものと考えられる。従って通L　Oxalic

液中の鵬1の綴酸の酸臓1瓢ドしたも眺ll腱される　「1「・・ta・i・

BuOH。AcOliT。H。0

　　　（4：1：1．〉
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がこ嚇繍にっいては国下蹴中である・ @　それ蝋！課聯燐。添蜘く対照、しての健糠
　　　　　　11血液中鮪緻の種類　　　　、幟｝。方冬燃Succi。i、，　M。1。。i。，　Cit，i，及びT。，t・ri・

　1）　材料及び方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の4種類の窟機酸を認めたが，白酸謝丙蚕の麗死期の．R’iL液

総陶蝋腱の場合と同一嚇瀞によ・つて碍た病蚕鱗　 で融ll常墨に見られた4側勲）酸の：，11M・1。ni・及びCit・i・

死期，硬化期及び菌糸発生期の3つの時期に火別し・対　　　が検出されず，健常蚕に凪られなかつたMalicが検ll．1され

照として健常蚕を用いた。これらの血液を採り加熱によ　　たn併し硬化期の病蚕［貢t液ではMalc）nicはやは1）認め

り螢白質を除いた後濾液を・7k蒸気蒸溜して揮発性酸部と　　　　E）れ歳かつたがSLIccillic，　Malic　及びTartaricの外

不揮発生酸部とに分けた。　　　　　　　　　　　　　　　Citricが認められ・又不｛i簑1鎚ではあるがOxalicがll獅

　ペーパークロマトグラフa－ll・M東洋濾紙No・50（3cm　　　られた、、尚菌糸発坐期のjil留髪ではSuccitlic　1鰹壌しか認

X40cm）を用い，一一端より8cmの処を原点としたQ答　　　められなかつた。

器は内径15cm，高さ45clnのガラス円筒を用い内部に／」、　　　b）　揮発性酸部

型ガラス円筒をおき，その上端に展開剤を入れた径7cm　　　　健常播の揮発性酸剤1は僅かに酸性な呈しており軽い…

の蒸発皿をおき，－1欠元下降法で実施した。尚展開温度　　　種のラ播をもっていたので小幡等㈹の方法に従い5％

は28～30QC，展開時聞は7～8時間とした。　　　　　　　　KOH液で微アルカリ挫として濃縮後10％HuS・　O，L・で酸

　2）結　果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性として50時闇工一テル抽出し，脱水後ユーテルを蒸発

IL）　不揮発性酸部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　して淡褐色油状物質を得た。このものを　hydroxamic

　不揮発性酸部はH2SQ1で酸性として近藤の自動抽繊　　　acid法㈹｛こよりhydrQxalnic　acid液を作り展開試料とし

器で約70時間Pt・一一テル抽田し，エーテル可溶部の＝＝・・一テ　　　た，即ち褐色油状物質100皿9にメタノー一・ル10GG・濃硫酸

ルを蒸発したものを試料とした。展開剤はn－butanol・　　10滴を加え80°N850cの湯煎rl・1で還流冷却器を附してilo

acetic　acid・water（4：1：1）及びphenol。water　e　80　　分間加熱後10％KOHメタノール液で中和し，これに5

％formic　acid（39；1cc　；　1％）の2種類を用い，発色　　　％ヒドロキザミンメタノー一ル液3・5ccと10％KQHメタ

剤には95％ethano1100ccにbromphenol　blue　401ng　　ノール液3ccを添加，ユ0分間8〔｝°～85°Cの湯煎中で加熱

を溶かしNaOHで僅かにアルカリ性としたものを用い　　　し濾過後濾液を蒸発し，冷却後alcoho1　HOI（2：1）を滴

た。　　　　　　　　　　　　　下して微酬生となしこれを試料として・ヴタノール水
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飽和液を以て一次元下降法で展肌風乾後・0％塩化第2　M・li・及びT・・t・・i・を，硬化期の病蚕でO：Succi・i。，

鉄溶液を1購した・　　　　　　　　　M・1i・，　Cit・i・，　T・・t・・i・及び0。，li。（不確実）を，

　この結果健常蚕血液に於てはRf　O・42～O・4・3及びRf　　又菌糸発生初期の病蚕にあつてはSuccinicのみを憩め

O・　30～0・32の2箇所にpurpleのSpot認められた。前　　　た。

者はFormic　acidと推定さオzたが確認するには灘らな

かつた．後叡比襯うす、、，。，pl。艦しており嫡　　　　SC　献

なるものか不朋である。又白彊病養ii1腋についても同様　　　ω　麻生清・柴崎・一雄・松田和雄・山田文雄・森es　一

操作を行つたが材料の関係上詳かにし偲なかつた。これ　　　　　　　　　関口茂雄：醗酵工学，29，167（1951）

らは目下追究中である。　　　　　　　　　　　　　　　〔2）弥上皆之・野田万次郎：澱化24，291（1951）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）化学契験学・微生物及び酵素鍵験法：河ltl二購勝
　　　　　　　　考　　　　　察　　　　　　　　　　　　　ω　北原増雄・竹内良光：岐阜大農研報‘2），7Z（1953）

　本i翼験に用いた白蝿病璽の発生方法は分生∬飽子浮遊液　　㈲古平福紀；日寮誌24・2工1㈱要）（1955）

を蚕の轍内臨入する方法を採つたカ9，自然発生の場　（6）L・c；・G・J・W・H・・dO・」“IE’r，r，，　B・T・，　I　N・ture

合と条件が異るのではないかという疑開が生ずる。併し　　　　　　　　160・87（1647）

自然発生の場合即ち分坐胞干が寮の体皮上に附薫した場　　　（7）野村男次・i湖柵慧：醗酵工単30，29（19，52）

合は発搬は体皮を：購後1嫌となってイ・隈し鋤の円　（8）小幡弥太郎・｛賜鰍・Vlktin　26，18・1（19，53）

筒形胞干を形成し，これが翻こ伸畏する際にii躊は鞘死に　　　（9）S’VAlu〈・T・B・Gool）BAN・A・E・，and　O、v］tiiNS，H・S・，

至るので本婁験に用いた：方法も養の」131：？tk’内に方舎ける葡の　　　　　　　　　　　：AnaL　Chem・23，413（ユ951）

蝿作用について雌1然鞭i三の場合に比べ余り考慮すべ　（1°）4鱗舩・小池弘之・薬学73，ユ00（1953）

き差がないものと考えられる。　　　　　　　（11）山本鍵三・蕪納成…ii・づ爵；野誠之助1農化27，11a

　又白彊病菌は強い酸生成力な有するが，本契験の結果　　　　　　　　　　　（1954）

IltL液内で酸を最も争く生成する時期は硬化期であり従っ　　　㈹　古田徳太郎゜松崎慶子：日蚕徳　24・191（灘要）

て酸蛾能は蝋縮の簿綿に1ま無醐であり，　・tS　　　　（19・5，5）

しろ菌糸の伸長初期に於ける鍛霞俊の摂取が蚕醗死さ　　　　　Summ。．y
せる一誘因となつているものと推定される。しかして摂
取す磯の種嫌M・1・・i・及びCi・・i・の顯類暇ら　The　auth°「　exanlined　t°tal　acidit・・nd　kind・。f

れな・・鱗死期・擁磁の酸度が相獣低、廓、°「g“”ic　acids°P．．　the　bl°（｝d°f　si王kw°「「ns　i・　va・i・u・

らSucci・i吸ぴT・・t・・i・‘摯峯棚当搬糊されている　states°f　the　white　muscardin・di・・aq．e．

ものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　followings　are　the　resulセs・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　acidity　of　the　blood　Qf　the　white　muscardille

　　　　　　　　摘　　要　　　　　　silkworm・dec・ea・ed・t・・e・i・u…t・t・・nd・t・dyi・g

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　state，　but　began　to　increase　two　to　three　hours　after
本鞭こ於て璽の厳障於ける白繭菌の生酬・th…dea・h・・d・。・・he・m。re・。。，ease、＿，、。bl，。、

用特晒の漿と簿翻との蘇麟iる働の一部と　。h、，d。ni。g，，、，，，

驚馨嫌謂犠憂潮朧誕璽継　；c：撒謙岬認盤・奮（雅霊
進んだ瀬にあつて騰しく鞠した。　　　which　myceli”m　is°bse「ved　exte「n・lly・n　‘h・1・r・・1

轍酸の種類腱樋ではS。ccil、、。，　M。1。ni、，　Ci、，ic　b°dy・

及びTartaricを翻めたが，発死期の病蚕ではSuccinic，　　　　　　　　　　　　　　　　…“


